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事
務
事
業
の
実
績

所
管

都市づくり部

年度

委託内容
なし

本樹木の剪定本数 1,228

(0)

(10,426)

株 3,120 5,275

長期総合
計画体系

 [基本目標]

一般区民等

昭和

年度

事業区分

道路・公園等管理

平成２９年度　事務事業評価シート

東京都台東区立公園条例、東京都台東区立児童遊園及び運動公園条例根拠法令等

目的達成度 3

効率性

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
1,391

公園・児童遊園の樹木等を適正に管理し、区民に安全で快適な憩いの場・遊びの場を提供する。

(31,823)

(0)

1,169

公遊園等樹木管理(隅田公園を除く）
一部委託

公園・児童遊園の樹木等植栽の剪定、病害虫防除、その他必要な手入れを行う。
高木基本剪定   888本
ウメ剪定　100本
高木支障枝剪定　　177本
サクラ剪定　　　　　4本

補助金の有無

事業対象

事務事業名 公園・児童遊園管理（樹木等管理）

　

公園課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

条例・規則 〔法令等名〕

 [施　　策] [終了予定]

 [小　　柱]

(43,162)

(0)

(2,030)

(31,823)

(0)

(10,255)

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

財源項目

(単位：千円)

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

(40,048)

(42,078)

(0)

(44,138)

(2,270)

(40,892)

花壇管理において花卉の植栽数を充実させた。

(2,518)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

区民に安全・快適な公遊園を提供するためには、樹木の適正な維持管理は必要である。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

憩いの場として多数の地域住民に利用される公遊園の緑を維持することは、区民生活の質の向上に必要で
ある。

維持

評
価
結
果

適切な日常管理により公遊園の緑量を維持できている。

4 樹木の管理は、専門的知識と技能を必要とするものの、一部委託することで適切に管理できた。

3必要性

今後の方向性
拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

２７年度 ２８年度

(32,736)

(32,735)

成果指標

(10,485)　人にかかるコスト（人件費など）

一部委託することで、効率的に事業が執行されている。

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） (41,620)

(0)

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

1,200

12,000 3,220花卉植栽数

(33,653)

種　別 指標の名称 (単位)
（３１年度）

２６年度

　決算額　　(単位：千円) (33,653)


